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整理番号 　 相談年月日 　　　　　年　　　　　月　　　　　日

対応団体名 　

対応者名 　

１次相談

対応窓口

相談者氏名 　 相談者住所 　

相談者年齢 　　　　　歳 相談者性別 　男性　　　女性

相談者連絡先 　電話番号：

空き家住所

相談タイプ

建築年 　築　　　　　年

建物の階数と面積

　　　　　　　階　　　　　　　　　㎡

　相談内容

　

　

　

【その後の経過】

年月日

　　年　　月　　日

　　年　　月　　日

※この個人情報は、\あなたの同意を得て市町村の空き家対策担当課等に提供することがあります。

　よろしいですか。

　　　

提供に同意します。　　　　　　　　　　　　　　　　氏名

　　　　（サイン）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話にて同意

　　　　　　

確認者　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名

　　　　（サイン）

※整理番号は「西暦年の下2桁-通し№」（例：15-001）とする。

※同じ相談者からの2回目以降の相談については枝番号（例：15-001-02）で整理していく。

　　（初回は枝番号01を記載せず、2回目は02として記載する。）

　②維持管理の状況



　③空き家になった背景



　回答内容

　

対応状況



相談内容

　

　

　空き家の状況等

　①空き家になってから何年経つのか



　電話　　メール　　来訪　　文書

　その他（　　　　　　）

相談者

建物の構造

　木造　　鉄骨造　　ＲＣ造

　その他（　　　　　　　　）

建物の種別

　戸建　　長屋　　共同

　その他（　　　　　　　　）

　Ｅ-mail：

　所有者　 　 （本人　　家族　　親族）　　　　近隣　 （隣人　　地域住民　　地域役員）

　活用希望者（個人　　本人　　団体）　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※相談者から必要以上に個人情報を聞き出さず、対応に必要とする最低限の情報の記載とする。

　

　法律関係　建物診断　解体　リフォーム　適正管理　流通関係　その他（　　　　　　　　）

　

○○市（町村）空き家相談カルテ（案）

　（　　　　　　　）　市　・　区　・　町　・　村　　　（　　　　　　　）課　　担当者名（　　　　　　　）

　

　

相談方法
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